
試験時間

注意事項

AP

令和2年度

応用情報技術者試験

午後問題

13:00~15:30 (2時間 30分)

1. 試験開始及び終了は、監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は、試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は、次の表に従って解答してください。

問題番号

選択方法

問1 問2~問 11

必須 4問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては、次の指示に従ってください。

(1) B又は HB の黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してくだ

さい。

(2) 受験番号欄に受験番号を、生年月日欄に受験票の生年月

日を記入してください。正しく記入されていない場合は、

採点されないことがあります。生年月日欄については、受

験票の生年月日を訂正した場合でも、訂正前の生年月日を

記入してください。

(3) 選択した問題については、右の例に従って、選択欄の問

題番号を○印で囲んでください。○印がない場合は、採点

されません。問2~問 11 について、5問以上○印で囲んだ

場合は、はじめの4問について採点します。

(4) 解答は、問題番号ごとに指定された枠内に記入してくだ

さい。

(5) 解答は、丁寧な字ではっきりと書いてください。読みに

くい場合は、減点の対象になります。

[問3,問4,問6,

問8を選択した場合

の例]

必
須

4問選択

選択欄

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問9

問10

問11

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して、必ず読んでください。
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問5 仮想デスクトップ基盤の導入に関する次の記述を読んで、設問1~3 に答えよ。

L社は、本社のほか、全国に5か所の営業所をもつ中堅の医療機器販売会社である。

L 社では、本社と営業所の間を広域イーサネットサービス網(以下、広域イーサ網と

いう)で接続し、業務サーバやファイルサーバ(以下,FS という)などを運用して

いる。現在のL社のネットワーク構成を図1に示す。

インターネット

本社 a
Web

ルータ 1 サーバ

DNS

サーバ

ルータ
FW L2SW1 DMZ

ES2!

C b
PR L3SW2 広域イーサ網 L3SW1 L2SW2

C

業務
NPC NPC サーバ FS1 サーバ室

事務室

営業所1 L2SW3 PR

営業所5

L2SW: レイヤ2スイッチ PR: プリンタ NPC NPC PR

L3SW: レイヤ3スイッチ NPC: ノートPC

FW: ファイアウォール
オフィスエリア

注記1 a,b, cはプロバイダとの契約帯域を示し, a, bは100M ビット/秒, cは10M ビット/秒である。

注記2 本社のルータ 1. DMZ, サーバ室、オフィスエリア、営業所のルータ及び事務室は、異なるセグメント

である。

注記3 五つの営業所のネットワークは、全て同一構成である。

図1 現在のL社のネットワーク構成 (抜粋)

L社の本社と営業所の社員による、現状のNPCの利用形態を次に示す。

・本社の社員は、サーバ室の業務サーバを利用するとともに、ルータ 1 経由でイン

ターネットにアクセスする。資料の印刷はオフィスエリアの PR で行い, ファイル

共有はサーバ室の FS1で行う。

・営業所の社員は、広域イーサ網経由で本社の業務サーバを利用するとともに、自営

業所のルータ経由でインターネットにアクセスする。資料の印刷は自営業所の PR

で行い、ファイル共有は自営業所の FS (FS2~6) と本社の FS1 の両方で行う。

・本社と営業所の営業員は、外出時に各自の NPC を携帯し, NPCに保存したファイ

ルを使って、顧客先でプレゼンテーションや製品の説明などを行う。
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表2 VDI 導入後の最も混雑した時間帯に必要な平均通信帯域の予測値

種類 内容

単位 ビット/秒

平均通信帯域

本社 全営業所

項番 仮想 仮想 PC

PC

1 業務サーバ利用通信 仮想 PCと業務サーバの間の通信 100 M 25M

2 FS1 利用通信 仮想 PC と FS1 の間の通信 60M 7.5M

3 営業所 FS 利用通信 営業所の社員向けの仮想 PCと営業所用の FS の間の通信 7.5M

4 プリント通信 仮想 PCから PR に印刷を行うときの通信 80 M 20M

5 インターネット利用通信 仮想 PCからインターネットにアクセスするときの通信 60 M 15M

6 画面転送通信(社内) 仮想 PCから本社内及び営業所内のTC への通信 60M 15M

7 画面転送通信(外出先) 仮想 PCから外出先の TCへの通信 36M

注記1 各通信の最も混雑した時間帯は、同一の時刻とする。

注記 2 各通信とも双方向で行われるが、平均通信帯域の欄は、通信帯域が大きい通信方向の値を示している。

表 2 の結果から、プロバイダと契約している広域イーサ網への接続回線の帯域,

及び本社のインターネットへの接続回線の帯域の見直しは、不要であると判断できた。

N主任は、検討結果をM課長に報告し, VDI の導入構成案が承認された。

設問1 本文中の a b 「に入れる適切な字句を答えよ。

設問2 図1及び図2について,(1), (2)に答えよ。

設問3

(1) 図1の構成で、本社の NPC 及び営業所 1 の NPC それぞれに設定されてい

るデフォルトゲートウェイの機器を、それぞれ図1中の名称で答えよ。

(2) 図2の構成で、営業所1内の TC 向けに DHCP リレーエージェントを稼働

させる機器を、図2 中の名称で答えよ。また, DHCP リレーエージェントが

必要になる理由を、40字以内で述べよ。

[通信トラフィックの変化内容の検討] について,(1), (2)に答えよ。

(1) VDI 導入後に、広域イーサ網を経由しなくなる通信の種類を表 1 中の項番

で、新たに広域イーサ網を経由する通信の種類を表 2 中の項番で、それぞれ

全て答えよ。また、VDI 導入後の、図2中の L3SW1 から広域イーサ網に向け

た通信について、最も混雑した時間帯の平均通信帯域を,M ビット/秒で答

えよ。

(2) 表2中の項番5及び7の通信は、本社のルータ 1を経由して行われるが、

項番7の通信の平均通信帯域(36M ビット/秒)は、項番 5 の通信の平均通

信帯域(75M ビット/秒)に含まれない。その理由を30字以内で述べよ。
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